
別記参考様式第1号

計画の名称

伊豆諸島漁港海岸整備計画

計画策定主体

東京都

対象市町村

大島町

計画の期間

 平成２２年度から平成２７年度

計画の目標

定量的指標

対象事業

事　業　名 地区名 事業実施主体
（対象市町村）

工　期
総事業費
(単位:千円)

主な事業内容等

海岸保全施設整備事業 野増 東京都 H22～H27 2,219,000 離岸堤(改良) 255m

　高潮対策 （大島町）

（全体事業費） 2,219,000

農山漁村地域整備計画

　台風や季節風などによる伊豆諸島特有の激しい波浪から、人びとの生命・財産を守り、侵食から国土
を保全する。また、自然環境を保全し海岸の適性な利用を推進する。

　台風等による越波・飛沫が解消する区域の面積 ：2.7ha



事 業 名 都道府県名 海岸管理者　（所在地） 所　管

高潮対策事業 東 京 都 東京都　（東京都大島町野増） 水産庁
野 増 漁 港 海 岸 位 置 図

広 域 図 詳 細 図 

野増漁港海岸 



計画策定主体 ： 東京都

評価
項目

評価細目 評　価 説　明

１　目標の妥当性

◆関連する計画との整合性が図ら
れていること。

○
　海岸整備の基本計画である「伊豆小笠
原諸島沿岸海岸保全基本計画」と整備の
方向性が合致している。

◆地域の課題に適切に対応する目
標となっていること。

○

　台風等の激しい波浪により海岸背後地
が危険にさらされている状況を早期に解消
する必要性が高いことから、地域の課題に
適切に対応している。

２　計画の効果・効率性

◆評価指標と整備計画の目標の整
合性がとれていること。

○
　計画の目標である「生命・財産の保護」と
評価指標は整合性がとれている。

◆評価指標が数値等で表され、か
つ事後評価の可能な指標であるこ
と。

○
　「浸水防護面積」は、具体的な数値で表
現され、かつ事後評価が可能である。

３　計画の実現可能性

◆円滑な事業執行の環境が整って
いること。

○ 　関係市町村との連携が図られている。

◆地元の機運が醸成されているこ
と。

○ 　地域住民の理解が得られている。

計画の名称 ： 伊豆諸島漁港海岸整備計画

農山漁村地域整備計画　事前評価調書

　当該海岸保全施設整備により、計画高潮位に対する所要の安全性が確保され、評価の結
果、目標とする防護面積が達成される等、背後地の被害の軽減が十分図られる。

　　総　合　評　価


	漁港海岸地域整備計画その１【東京都】（参考様式第１号）
	漁港海岸地域整備計画その１　位置図【東京都】
	漁港海岸地域整備計画その１　事前評価調書

